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キャンプの誕生から消滅までの記述を通して、急進的な MST と穏健な FETAGRI の異なるゴール、農地改革
の成否に関わらず土地の占有と譲渡を繰り返して利潤を得るポセイロの経済活動の性質が明らかにされる。 









 第 5 章「入植地における所有地の編成と編入」では、INCRA が公式に設立した入植地カルロス・プレスチ
スにおいて土地の使用許可証を与えられた入植者たちが、農地の権原を得る以前に、土地の使用許可証を譲渡
する仕方で土地を取引する様態を記述した後、対立する MST と FETAGRI の２派の中間集団と入植者たちの
関係を記述して、両者の異なるゴールが明らかにされる。植民者たちは初めから MST 系と FETAGRI 系に分
裂しているのではない。農地の分配を求めて MST に参加していた入植者たちが土地を獲得すると土地なし運




でなく MST にも貢納を徴取されている。最後に MST の運動が社会改革の運動としては機能しない矛盾が明
らかにされる。 
 第 6 章「入植地の発展経路」では、入植が開始されてから 25 年が経過したノヴァ・クプアスーの事例を通
















審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、移動するブラジルのアマゾン・フロンティアを追いかけるようにして展開される土地なし運動と、
それに続く農地改革がまさに起こりつつある場所において、移動する開拓者を数千キロに及ぶ範囲で追いかけ
て関連する出来事を記述し、想定とは異なるその実態を明らかにした上で、ポリティカル・エコノミーの概念
を使ってこの過程について考察したメソレベルの人類学的研究の力作である。社会改革的な土地なし運動の結
果、土地は譲渡可能な商品となり、土地なしは土地を売ってさらに奥地に移動して行き、一方、小規模生産者
たちは獲得した土地で生産活動に従事するが、より良い条件を求めて土地を譲渡して移動して行く過程が民族
誌的事例を通して、時間空間的な展開を記述した上で概念化している。一見して対立するように見えた社会改
革的な土地なし運動と土地の私的所有は、私的所有地の擬制と移動を続ける植民地化においては矛盾しないこ
とが明らかにされ、また性向が異なると見えた土地なしと小規模生産者がフロンティア資本主義の発展過程の
観点から見たとき同様の役割を担っていることが明らかにされる。著者は移動を続けるアマゾン・フロンティ
アの広い地域を３年間に渡って移動しながら調査して、ミクロな民族誌的な事例の記述とマクロな政治経済学
的な分析を統合してこの矛盾がフロンティア資本主義の動態的メカニズムの一部であることを明らかにした。
この研究はアマゾン研究に新たな地平を切り開くことに成功している。 
２ 最終試験 
 平成２９年１０月２３日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。  
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有 
するものと認める。 
